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　　　　　　　　緒　　　　　言
　基本的な生活習慣が形成される幼児期に，生涯の食
の行動様式の基が培われるであろうと推測されてい
る。幼児期における望ましい食習慣形成の9il－一一歩は，
食事・睡眠・排泄・遊びの規則正しい生活リズムの確
立にある。その生活リズムは，まず朝食から夕食まで
の各食事の時間的位置づけによって成り立ち，この生
活リズムの動態が，各食事の量的配季｝に反映される。
　1日の食品構成や栄養所要量を，1回の食事にどの
ように配分するかについては，実際には年齢や食事間
隔，運動量，食欲などによって異なり，栄養効率の上
からは，発育旺盛な時期ほど一食毎の栄養的なバラン
スが重視される。一般的には所要エネルギー量に基づ
く食事配分比として示され，朝食20～30％，昼食
25　一・　35％，夕食25－－35％，聞食10　一一　20％程度となって
いる1｝－3）。エネルギー以外の各栄養素の配分比につい
ては，保育所の食事における表示4吸び学校給食の幼
児の場合の所要栄養量基準51から求められる昼食のそ
れなどに窺うことができるが，幼児栄養関係の一般的
な成書にはとりたてて明示されていない。そこで，栄
養指導の現揚では，エネルギー量の配分比にほぼ見
合った配分比を各栄養素にも敷延して適用する場合が
多い。
　今日多様化しつつある幼児の食物摂取において，食
品群や栄養素等の各食事への配分比はどのようになっ
ているであろうか。1日の総摂取量の日内配分の実態
を把握すると共に，発育・健康状況や運動量との対比
により，適正な日内配分比へ導く手がかりを得ること
を目的として，本研究を行った。なお，本報では調査
例数は少ないが，新潟県内幼児の該日内配分の年平均
について概観しt続報においてその地域差ならびに季
節変動について検討することとした。
　　　　　　　　調査対象と方法
　1．調査対象：新潟県内の幼児（平均年齢5．1±O．8
歳）44名で，その居住地域別構成比は山村14％，農村
18％，漁業地域20％および都市近郊48％である。なお，
前者の2地域は悉皆調査，後者の2地域は調査を依頼
して協力の得られた対象である。調査対象のブロ
フィールを表1に示す。
　2．調査時期・期間：表1に示す如く，1986年～’89
年の，それぞれ四季の各連続3日間，通年12日間であ
る。
　3．調査方法：対象児の食物摂取量調査は，母親に
秤・計量器具を用いた秤量記録を依頼して行った。年
4回調査のうち初回の調査期間中は，毎日1回戸別訪
問，または毎朝登園時に前日分の調査記録持参により，
第2回目以降は調査票回収時に，それぞれ母親に面接
聞き取り法にて記録内容の確認と補正をした。栄養素
等摂取量は四訂日本食品標準成分褒，日本脂溶性成分
表6），食物繊維成分表ηおよび田中らの蕉糖の分析値S）
を用いてそれぞれ算出した。得られた成績から，1日
当り摂取量の朝・昼・夕・間食の4食への配分比とそ
の変動係数を求めた。
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表1　調査対象
　山　　　村
i中頸城郡o地区）
　堤　　　村’
i新潟市悔老ケ瀬）
漁業地域（新潟市松浜） 都市近郊i新潟市近郊）
調　i査　年　度 1986（昭和61）年1989（平成元）年1989（平成元）年　1987」88i昭和62－・63）年
対　餓　児　数 嬰購｝6名 盟嚢｝8名 婁聯｝9名 羅劉21名
平均年齢（歳） 5，0±0．8 5．1±0．9 5．5±O．4 5．0±0．7
体格
身長（cm）
ﾌ短（k9）
aMI
工09，6±6，工
P8．3±1，4
P52±O．5
109．9±4．9
P8．2±3，7
P5．0±0．9
　110．4±5．9
f　ユ8．4±2，7
@　ユ4．9±1，1
105．8±4．3
P7．0±1．9
P5．1±1．1
1日当り歩行歩数 ㎜ 10，743±L2419、783±2、67311，011±2，q61
備　　　　　考
保育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
保育所・幼稚園
剴ｶ_業世帯
ｽ世代i家族
保育所児壷
嵭p勤労老世帯
j家族が67％
幼稚園園児
嵭p勤労者世帯
j家族が86％
注．平均値±標準偏差
類
い　　も　類
砂　糠　類
菓　子　類
油　　脂　　類
豆 類
緑黄色野菜
その他の野菓
果　実　類
海　草　頚
魚　介　類
?
卵
乳
類
類
類
o lOG 200（％）
エネルギー
総タンパク賀
動物性タンパク質
脂　　　質
カルシウム
鉄
ビタミンA
ピクミンBl
ビタミンB2
ナイアシン
ビタミンC
ビタミンD
o 100 200（％）
食品群別充足状況 栄菱素等充足状況
注食品群別摂取旨安量，栄養所要量をそれぞれ100％とする。
図1　対象児の食品群別充足状況・栄養素等充足状況
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表2　対象児の栄養比率等
平均値 標準偏差
エネルギー比（％）
タソパク質
塩b
恷ｿ
苧ﾞ
14．9
Q9．3
T5．8
R4．8
0．5
Q．8
R．8
T．3
動物性タンパク質比（％）
ｮ物性脂質比（％）
Rレステロール　mg／1，000　kca1
H　　物　　繊　　離≦i　　g／1，000kcal
H　　　　塩　9／1，000kcal
o／S比
ma／K比
54．⑪
S0．ユ
P84
Sユ
T2
O．45
P．46
5．8
S．5
@14
O．7
O．5
O．06
O．11
　　　　　　　結果および考察
1．対象児の食品群別・栄養素等の摂取状況
対象児44名の1人1日当り平均食品群別・栄養素等
摂取量の目安III・栄養所要量に対する摂取状況および
栄養比率等は図1，表2に示す通りである。食品群別
摂取量では穀類，卵類，乳類が目安量を下回っており，
栄養素等摂取量では鉄が僅かに，V、Dが顕著に栄養所
要量を下回っていた。また，穀類エネルギー比は適正
域（40～45％）を下回り，脂肪ニネルギー比はその
（25　一一　30％）上限にあり，動物性タンパク質比はそれ
（50％）を超えていた。
　2．食品群別摂取量の日内配分比
　対象児の食品群別摂取量の日内配分比と日内配分比
パターンのパターソ類似率を表3に示す。食品群別摂
取量の日内配分比の範囲は朝食2．9～43．3％，昼食
3．O　一一　49．2％，夕食2．3～54．3％，間tgt1．2　一一　91．8％で，
その平均値は朝食17．8±9，4％，昼食35．O±10．3％，夕
食31．1±14．7％，間食16．1±24．O％となり，昼食の配
分比が最も大きく，ついで夕食，朝食，間食のそれの
順であったe日内配分比が高値の食品群の上位3位は，
表3　対象児の食品群別摂取量の日内配分比と日内配分比パターソのパターン類似率
食品群別 日内配分比
（％） 日内配分比バターソのパターソ類似率
朝食 昼食 夕食 間食 A B C D
1 米　　　　類 24．4±14．73 ．6±14．435．9±13．哩2．0±8．2 0，9620，9600，9150，954
2 その他の穀類 29．3±31．337．3±33．92L4±25．311．5±21．60，9720，956O，9520，961
3 い　も　類 9．4±14．742．6±27．938．7±28．79．3±20．10，926o，969O，9210，95ユ
4 砂　糖　類 15．5±23．6暑1．6±30．731．哩±29．621．5±27．0，9740，991O，9930，992
5 菓　子　類 2．9±15．O3．0±10．02．3±U．491．8±23．80，340O，3510，4790，380
6 油　脂　類 17．9±15．249．2±20．230．9±19．02，0±5．3 0，9200，948O，8950，931
7 種　実　類 17．7±28．043．7±44．424．1±34．214．4±24．70，9530，979O，961O，970
8 豆　　　　類 22．8±24．729．0±29．247，0±31．0L2±4．90，9320，9230，874o，92ユ
9 緑黄色野菜 18．0±18．544．5±24．936．7±20．61．0±7．8 0，9330，9550，898O，939
10その他の野菜 15．2±14．036．0±19．446』±17．32．6±9、7 O，926O，9450，887G，933
11果　実　類 10．2±16．936．6±28．210．2±17．343．O±31．80，7680，8050，866O，810
12海　草　類 27．1±32．338．9±34．93自、9±35．9L2±5．6O，9590，9520，9090，947
13魚　介　類 9．3±13．633．6±25．王54．3±27．42．8±8．9 O，8760，904O，8410，890
14 肉　　　　類 11．6±15．143．8±24．243．4±23．31．2±4．5 O，9050，941O，876O，922
・15 卵　　　　類 43．4±34．23L7±31．021．9±27、73．0±12．30，9150，8570，851O，872
16乳　　　　類 21．1±22．129．3±28．96．6±12．143．0±33．30，7730，7730，8560，792
17嗜好飲料 1L2±18．823．2±33．72 ．5±35．738．ユ±43ユo，860O，878O，9280，890
18調　味　料 12．8±12．637．9±18．548．3±19．31。0±3．4 0，905O，931O，8660，915
平　　　　均 17．8±9．435．0±10．331．工±工4．716．1±24．0O，986 一 O，9870，99S
注．A：試案の平均日内配分比パター・ソ（25・30・30・15％）3｝に対するバターソ類似率
　　B：対象児の食品群別摂取量の平均日内配分比パターソ（18・35・31・16％）に対するパターソ類似率
　　C：対象児のエネルギー摂取量の日内配分比パターソ（20・3ユ・　27・22％）に対するパターソ類似率
　　D：対象児の栄養素等摂取量の平均日内配分比パターソ（20・32・30・17％）に対するパターソ類似率
　　平均値±標準偏差
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｝擁食では卵頚tその他の穀頻智海草類，昼食でほ抽脂
類，線黄色野菜，肉頻，ク食では魚介類，調味料，豆
頚，闘食で肱菓子タ瓦集実類，乳類であった・
　憲食となる穀類の配分比については，勅食ではその
他の穀類（29．8％）が米類（24．4％）を凌ぎ，昼食で
は両諸庶ば同値（37．3．37．6％），夕食では米頚
（35．9％）がその他の穀類（21．4％）より高値であっ
た。
　次に，糊・昼・夕・腿食の透食のヨ内配分比を一つ
のバターソとみなし，田村ら聲，のバターソ類似率を適
用し・c，表3の注に示すA－Dの4樋の土ヒ絞基搬バ
ターソに対する類似性について雛討すると，一食品群鋼
郵i散猛の平均欝内駕分比パターソ（18・35・31・16％）
は，栄養素等摂取量のそれ（20・32・30・17％）に最
も類似していた（パターソ類似率：0．998）。なお，こ
こで注舞される現象の第一は，砂糖類の日内配分地バ
ターソのパターソ類似率が高いこと，第二は間食に用
いられる食品群のそれが抵いこと，第三は動物性食品
のそれもそれぞれ独寮の特色ある配分比をもつために
概して低いことである。
　次に，費内配分銘の個入差を変動係数でみると，図
2に示す如く，｛固人差の最電小さい食品群は藤・昼・
ク食の3食共に米類（変動係数；37．3　一一　69．2％）であ
t），嗣食では菓子類（同125．9“／c）であった。食品群
1鍔鋸を変動係数の大小にてそれぞれ三～V群に概謡
すると．各食事の讐色力瑚瞭となるe朝食で対象発に
普遷的な配分比の食品群は第1群の牽類と卵類であ
鰍こft．1こ最毒近嘱螺　に鍛玉群の魏旨規その絶の
野葉，講味麟，縁黄色野菜，乳類，その他の穀類，豆
類および灘草頚のS預艮があうた。一方．稀にしか摂
壕されない窮v，王窺洋には菜子類，嗜野款料，果実穎，
鍾実類およびい亀類力｛含まれていた。
　罰しく．昼食で普遍約な瀦分・鋤の食品群は，第1群
の栄頚，蕪濫頚，講味舞であウ，これに最も近接する
舞聾群垂こ肉類，その弛の野菜，緑黄豊野菜およびいも
類が含ま幽，一方．穂こしか摂敢されない第v，墨v群
鐵菓子頚，態鋸潔麟であった。なお，昼食曇孟給食ぶ主
であるたあに朝食に鎗し催入差が小さく．員麹i配分．k
寮やや大きい鐘置遁集絢されていることtS特徽曲で
あった。　　　　　　　　　　　　　　　一
　無雛江，夕食で普遍曲な厨労比の第王群の食品群轄
豪頚sその魁4｝i野菜，調味轡および焦分類であlj，　rラ
いで舞玉Ii魏二掬舞蚕，緑黄色野漿，拍脂類，豆類および
》毛餐疑泣鐙していたc－一方，舞にしか摂取されない
葉亨舞鷲菜子頚．鎮費群に乳頚と果実類力～含まれ，嗜
好飲料が第lil群に位澱していたことなどが注昌される
現貌であった。
　闘食については，殻も普遍的な食品群は菓子類であ
り，fS品群1顧目中その配分比が最大（9ユ．8％）で，
変動係数が最小（25．9％）であった。ついで第11群に
果実類，乳頚および嗜好飲料，さらに第田群にその他
の穀類，砂糖類およびいも類が含まれていた。なお、
その他の11食品群は日内配分比力Slo％以下で，変動係
数，（265．O　一一　78⑪．⑪％）が極めて大きく，ごく稀にしか
摂取されない食品群であることが知られた。
　3．栄養素等損i取量の舞内配分比
　対象児の栄養素等摂取量の日内配分比と日内配分比
パターンのパターソ類似率を表4に示す。栄養素等擾
取量のfi内配分比の範囲は朝食9．8・｝32．5％，昼食
17，7～38．2％，夕食ユ2．7－－48．5％，間食1．6～59．5％で
あった。その平均値は朝食20．⑪±4．8％昼食32．o±
4．2％，：夕食30．4±7．9％，問・食17．荏±12．2％となり，
昼食の配分比が最も大きく，ついで夕食，朝食，問食
のそれの順であった。その平均日内配分比パターソは
食品群劉摂取量のそれとのパターン類似率が最も高く
（e．998），また試案の日内配分比3，やエネルギー摂取
量のヨ内配分比の各パターソとの類似性も高い方で
った（o．993，0．994）e
　エネルギー量の日内配分比は，試案のそれに比べ，
朝食と夕食の配分比がやや低く，間食の配分比が48％
高い。とくに問食については，幼児の雄奨値
　（10～2e男）1｝の上限を超えていることが知られた。
　各栄養素の日内配公比において，タソパク質，動物
性タソパク質，脂質，食物繊維およびリソ等のそれは
比較基準パターソとの類似性が概して高く，ついでピ
タミソB，，B，のそれも高い方であり，他方，薦糖のそ
れのみは間食に集約されるために低値であったカ：sい
ずれも食贔粥帳取歴のそれに比べ，・・ターソ類似率
がやや高値に平準化していた。このことから，各主要
栄養素等のH内醒分亀概ね試案ヨ内配分比勘こ見合う
形になされていることが窺われた。
　溝内配分比の最大値を示す栄養素等は，朝食ではコ
レステn一ル（32．5％），昼食ではピタミソA
　〈39．2％），　夕r食で｝まビタ「ミ　ソD　（荏8．5％），　間食で昏よ
舞鞭（獅％）であった．それぞれ食器別摂取量の
導肉配公地が最大または第2位である食品群が含有す
る特徴的な栄養素と符合していた。すなおち，朝食の
卵類とコレステ”一ル，昼食の澁脂類・緑黄色野菜と
　ピタミソA，夕食の魚介類とビタミソD，間食の菓子
類と蘇糖，等である9
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　次に，日内配分比の個人鑑を変動係数でみると，図
3に示す如く，個人差の最も小さいものは朝・昼・夕
食の3食共に＝ネルギー（変動係数：19・。一一・28・9％）
であり，間食では藤糖（同：33、4％）であった。他方，
同じく個人差が最も大きいものは夕食を除く3食共に
ピタミソD（同：102．3～362．5％）であり，夕食のみ
は蘇糖（同：81．1％）であった。
また1栄養索等1噸目を図3の如く，変動係数の大
小により1～IV群に概括すると，昼食が最も小範囲に
集約されており，ついで夕食，朝食の順となり，間食
om他の3食とは異なる分布状態であった。なお，対象
児にとって日内配分比の普遍的な栄養素等は，1群に
概括されるものであるが，エネルギーと糖質が4食に
共肌ており，間勉除く3食eこはさらに〃バク質
とリソが共通していた。また，昼食と夕食はさらにピ
タミソB1，ナイアシソおよび食塩が共通しており，昼
食にはさらに脂質と鉄が含まれていた。
　以上を総括すると，近年の幼児の食行動は多様な問
題点を擁しているとの指摘が少なくないが，対象児の
場合は平均値としては穀類エネルギー比が低く，動物
性タソバク質比が稠高く，PIS比が低いものの，概ね
目安量・栄養所要茸を充足する好ましい食物・栄養素
等摂取水準にあり，それらの日内配分比は成書の試案
的な日内配分比1｝噂3，によく類似していた。なお，対象児
の食品群別摂取E±の平均日内配分比（18・35・31・16％）
と，栄養素等摂取量のそれ（20・32・30・17％）とは
類似性が極めて高く，また主要な各栄養素等のll　NZes
分比もそれらとの間に高い類似性が認められた。しか
しながら，間食のエネルギー比が22．2％と推奨値の上
限を超えており，そのために摂取エネルギー量の日内
配分比（20・31。27・22％）と試案的なそれとの類似
性は高い方ではなかった。
　引き続き日内配分の地域差ならびに季節変動の態様
について検討すると共に，将来的には幼児の生活活動
表4 対象児の栄養素等摂取量の日内配分比と日内配分比パタ 一ンのパターソ類似率
日内配分比 （％） 賄配分比・・ターソのバター噸似率
栄i崖素等
朝食 昼食 夕食 間食 A B C D
1 エ・lルギー 20．1±5．830、6±5．827．1±6．922．2±8．1O，984O，986 一 O，993
2 タソバク質 20，5±6．732．2±7．732．9±8、914．4±7．6O，9940，9960，9830，997
3 動物性タソバ順 192±9．32，9±12234．0±13．613．9±11．30，990O，9970，9790，996
4 脂　　　質 20．8±9．032．7±9、328．0止9．618．5±9．9O，992O，995O，9970，999
5 動物性脂質 25．3±14．530．7±16．62嘆．0±14．719．9±17．0，989O，9750，9920，986
6 聴　　　質 19、5±6．2292±6．O242±7．727．0±9．50，9600，963O，9930，973
7 食物繊維 20．7±9．933．1±11．533．8士14、212．6±12．70，9920，9950，9750，994
8 蕉　　　　糖 9．8±1L917．7±14．412．7±IO．359．5±19．9O，6210，6350，737O，658
9 カルシウム 20．9±10．O31．O±1522 ．1±10．826，0±16．5O，9620，963O，997O，972
10 リ　　　　　ソ 21．7±7．131．4±8．7282±8．218．7±10．1o，9940，9930，997O，998
11 鉄 20．9±8232．5±10．O35．9±11．9lO．6±62冒O，987O，988G，963O，987
12食　　　　塩 2L9±8．731．4±9．1393±10．87．7±5．7 O，976⑪，973 O，940O，972
13 ピタミソA 21．7±13ユ38．2±14．129．5±16．610．6±8．50，984o，9910，9670，987
14 ビタミソD 14．9±21．635．0±35．84 ．5±35．9L6±5．8o，9140，932O，8720，920
15 ビタミソB118．O±7ユ33．5±8．635．4±10．213．3±6．9 O，984o，995O，9730，992
16 ビタミンB223．2±10．730．5±11．625．3±9．92LO±12．7O，9880，9810，9970，99G
17ナイアシソ 16』±7．135．1±10．140．6±10．78．3±5、1 O，959⑪，977 0，9350，968
18 ピタ　ミソC 15，7±10．538．1止14．928．3±13．717、9±17．90，9710，995o，9850，990
19 コレステロール 32．5±2L13 ．5±16．228．5±18．97．6±1L50，980O，948O，9350，957
平　　　　均 20』±4．832．0±4．230．4±7．917．4±12．2O，993O，998o，994 ｝
A：試案の平均日内配分比バターγ（25・注B，対象児の鱗別ま瓢の平均日内配撚ターソ。8・35・3玉・・6％）に対する一辮　　C、対象児餌ネ、・ギー摂取最の日内配分上ヒパターソ（2。・31・27・22％）に対する棚一瀕僻　　D，対象児の栄養辮摂麗の平卵内配分上レ・ターソ（20・32・3。・17％）に対する・ミター瀕鱒・30・ 5％）恥こ対するパタ一ソ類似率
平均値±標準偏i差
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鼓と摂取蹴の日内配分との対応を試み，栄義指導の実
践上説欝力ある示竣を得たいものと考える。
　　　　　　　　要　　　　　約
　幼児の1日当りの食品群別摂取蹴と栄義素等∫具取二肚
の，朝・昼・夕・糊食への配分割合を検討するために，
新潟県内の平均年齢5．1歳の対象児44名の，四季の各連
就3日間，通年12日間の食物摂取覧調壷を行い，次の
結果を碍た。
　（O食品群別摂取fi㌃の平均臼内冊分比は，朝食17．8±
9．4％，　昼食35．0±1⑪．3％，　夕1食31．1±14．7％，　「琶，食
16．1±24，0％であり，この配分比と試案的日内配分比
（25・30・30・15％）とのバターγ類似率は0．986であっ
た。
　佗）旧内配分比が最大値の食品群は，朝食では卵類
（43．4％），昼食では油脂類（49．2％），夕食では魚介
類（54．3％），間食では菓子類（91，8％）であり，日内
配分比の個人差が最小の食品群は朝・昼・夕3食では
米類であり，聞食では菓子類であった。
　｛3）穀類の日内配分比は，朗食ではその他の穀類
（29．8％）〉米類（24．4％），昼：食では両者ほぼ同値
（37．3，37．6％），夕食では米類（35．9％）〉その他の
穀類（21．4％）であった。
　ω栄養素等摂取量の平均日内配分比は，朝食20．0±
4．8％，昼食32，0±4．2％，夕食30．4±7．9％，f昌］食17．4±
ユ2．2％であり，この配分比と試案的日内配分比とのバ
ターソ類似率はO．993，食品群別摂取量の平均日内配
分比とのそれはO、998。エネルギー摂取量の日内配分
比（20・31・27・22％）とのそれは0．994であった。
　㈲ニネルギー摂取量の日内配分比では間食のそれが
22，2％と，幼児の推奨i値（10　一一　20％）の上限を超えて
いたe
　㈲各栄養素の日内配分比において，タンパク質（21・
32・33・14％），動物性タソバク質（19・33・34・14％），
到旨質　（21・33．28．19％），　1：li物繊牽能　（21．33．34．13％）
およびリン（22　・　31・2S・19％）のそれは，比較基準と
した日内配分比との類似性が高く，ついでピタミソ
Bl，　B3のそれも高い方であった。
　｛7）日内配分比の最大値を示す栄養素等は，朝食では
コレステロール（32．5％），昼食ではビタミンA
（38．2％），夕食ではピタミソD（48．5％），間食では
蕉糖（59．5％）であり，食品群別摂取量のそれが含有
する特徴的な栄養素と符合していた。
　｛8旧内配分比の個人差の最小のものは朝・昼・夕3
食ではエネルギー，間食では簾糖であり，他方，個入
差の最大のものは夕食を除く3食ではビタミソD，夕
食のみは蘇糖であった。
　　　　　　　　　　　＊
　終わりに臨み，調査にご協力いただきました源保育
所 大形保：育園，あおい幼稚園，松浜みなと福祉保育
園および本学付属幼稚園の関係各位ならびに調査対象
世帯の皆様に深く感謝致します
　　　　　　　　　　　＊
　本研究の要旨は第44回日本栄養・食糧学会（1990年
5月，於仙台市）において発表した。
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